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一 般 質 問
児
童
セ
ン
タ
ー
の　
　
　

管
理
運
営
手
法
は

児
童
セ

ン
タ
ー
の
役
割
と
地
域
社
会
と
の

協
働
に
つ
い
て
、
政
策
目
標
値
設

定
と
管
理
運
営
手
法
は
。

２
館
で
年
間
５
万
人
の
利
用

を
考
え
て
い
る
。
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
機
能
の
向
上
を

図
る
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
携
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
考
え

て
い
る
。

障
が
い
者
の
ケ
ア
ホ
ー
ム

の
充
実
を

保
護
者

に
通
学
路
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
対
策
と
し
て
、
学
校
は

通
学
路
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
安

全
な
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
確
か

め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
各
学
校

に
お
い
て
は
、
定
期
的
に
教
員
が
、

徒
歩
で
通
学
路
の
危
険
箇
所
等
を

確
認
し
て
い
る
。

地
域
の
防
災
倉
庫

鶴
ケ
岡

中
央
公
園
に
防
災
倉
庫
を
。

防
災
倉
庫
は
、
地
域
防
災
拠

点
を
中
心
に
29
ヵ
所
に
設
置
し
て

お
り
、
付
近
で
は
鶴
ケ
丘
小
学
校

に
あ
る
。
地
域
の
防
災
倉
庫
は
、

自
主
防
災
組
織
が
中
心
に
な
っ

て
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
設

置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鶴
ケ
岡

中
央
公
園
に
つ
い
て
も
同
様
の
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。

原
発
ゼ
ロ
に
向
け
て　
　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を

住
宅
用

太
陽
光
発
電
補
助
制
度
の
未
実
施

は
、
県
内
で
は
３
市
町
の
み
。
本

市
は
実
施
し
な
い
の
か
。

財
源
確
保
が
で
き
な
い
の
で

難
し
い
。
県
の
補
助
制
度
を
紹
介

し
て
い
く
。

孤
立
死
の
防
止
対
策
を　

急
げ

民
間

事
業
者
と
の
連
携
で
高
齢
者
を
見

守
る
体
制
を
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社

会
資
源
が
協
働
・
連
携
し
て
見
守

る
﹁
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂

体
制
を
早
急
に
進
め
、
協
力
者
へ

の
説
明
会
も
開
催
し
た
い
。

後
見
等
に
係
る
体
制
の　

早
期
整
備
を

市
民
後

見
人
の
育
成
方
針
は
。

後
見
等
に
係
る
体
制
の
整
備

が
、
市
に
努
力
義
務
と
し
て
課
せ

ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
ど
こ
が
担

う
の
か
研
究
し
、
育
成
の
実
施
を

し
て
い
く
。

想
定
外
な
き
業
務
継
続
を

目
指
し
て

災
害
時

で
も
行
政
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
、
業
務
継
続
計
画
︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︶

の
策
定
状
況
は
。

防
災
担
当
者
を
県
の
セ
ミ

ナ
ー
に
派
遣
し
、
年
度
末
の
策
定

に
向
け
準
備
を
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ

Ｐ
は
、
災
害
等
発
生
時
、
一
定
期

間
内
に
優
先
業
務
を
開
始
す
る
た

め
の
組
織
体
制
や
準
備
、
対
応
等

を
規
定
し
た
計
画
と
定
義
し
て
お

り
、
見
直
し
後
の
地
域
防
災
計
画

に
明
記
し
て
い
き
た
い
。

の
高
齢
化
が
進
み
、
障
が
い
者
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

の
充
実
が
急
が
れ
る
。
親
が
歩
い

て
行
け
る
よ
う
な
場
所
に
施
設
が

必
要
で
は
。

市
の
障
が
い
福
祉
計
画
で
も

﹁
民
間
事
業
者
の
参
入
を
促
し
、

受
け
入
れ
拡
大
を
目
指
す
﹂
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
新
た
な
設
置
を

検
討
し
て
い
る
事
業
者
が
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か

検
討
し
た
い
。

﹁
太
陽
の
家
﹂
の　
　
　

機
能
維
持
に
つ
い
て

広
域

ご
み
処
理
施
設
内
の
余
熱
利
用
施

設
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
﹁
太

陽
の
家
﹂
の
機
能
を
継
続
さ
せ
る

方
策
は
。

﹁
太
陽
の
家
﹂

の
事
業
は
す
べ
て
継

承
す
る
。
新
施
設
の

大
広
間
な
ど
は
貸
室

だ
が
、
高
齢
者
を
優

先
す
る
よ
う
に
、
運

営
事
業
者
と
協
議
す

る
。

利
用
者
協
議
会

な
ど
を
設
け
、
単
な

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と

ど
ま
ら
ず
、
住
民
の

意
見
を
反
映
で
き
る
場
を
。

意
見
と
し
て
受
け
と
め
る
。

大
井
保
健
セ
ン
タ
ー
の　

今
後
の
活
用
方
法
は大

井
総

合
支
所
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
各
種

保
健
事
業
が
移
行
さ
れ
る
。
大
井

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
今
後
の
事
業

計
画
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し

て
の
活
用
計
画
は
な
い
。
施
設
の

有
効
活
用
を
前
提
に
、
公
共
的
な

団
体
に
よ
る
利
活
用
も
含
め
て
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

福
祉
用
具
購
入
費
な
ど
を

受
領
委
任
払
い
に

介
護

保
険
で
の
福
祉
用
具
購
入
費
や
住

宅
改
修
費
は
一
時
全
額
負
担
し
、

後
で
９
割
が
返
還
さ
れ
る
。
他
市

で
は
自
己
負
担
分
の
１
割
を
事
業

者
に
支
払
い
、
残
額
は
市
か
ら
事

業
者
に
支
払
う
﹁
受
領
委
任
払
い
﹂

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
本
市
で
も
取
り
組
み
を
。

利
用
者
の
負
担
軽
減
と
な
る

の
で
、
県
内
の
状
況
を
見
て
検
討

し
た
い
。

環
境
政
策
の
課
題
は
何
か

環
境

基
本
計
画
の
前
期
５
年
が
終
結
し

て
、
後
期
行
動
計
画
に
引
き
継
が

れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
環
境
政
策
で

の
課
題
は
何
か
。

生
ご
み
の
減
量
が
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
る
。
長
年
の
ご
み
の

分
別
・
減
量
へ
の
啓
発
は
、
大
井

清
掃
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
つ
な
が
っ

た
。
今
後
は
、
黒
土
バ
ク
テ
リ
ア

を
利
用
し
た
生
ご
み
分
解
法
を
試

験
的
に
実
施
し
、
積
極
的
に
進
め

る
。

環
境
政
策
で
は
市
民
と
の
協

働
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き

た
。
成
果
と
引
き
継
ぐ
こ
と
は
。

前
期
事
業
目
標
の
半
数
以
上

の
目
標
が
達
成
で
き
た
の
は
、
協

働
事
業
と
し
て
市
民
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
緑
の

カ
ー
テ
ン
、
新
河
岸
川
清
掃
な
ど

で
市
民
に
加
え
、
地
元
企
業
に
ま

で
浸
透
し
た
。
今
後
の
指
針
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全災

害
時

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
た
場

合
、
人
に
け
が
を
さ
せ
た
り
、
避

難
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
す
る
。
特

災
害
時
の
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
支
援

災
害
時

に
お
け
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

支
援
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の
保

護
を
乗
り
越
え
た
制
度
設
計
を
検

討
で
き
な
い
か
。

自
治
会
な
ど
地
域
が
独
自
で

取
り
組
ん
で
い
る
市
町
も
あ
る
の

で
、
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
意

見
を
聞
き
、
他
自
治
体
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
制
度
を
検
討
し
た
い
。

ケアホームでの夕食づくり

12月２日に行われた「第１回総合防災訓練」

災
害
時
に
お
け
る
電
算
シ

ス
テ
ム
の
電
源
確
保
を

災
害
時

に
も
業
務
継
続
を
行
っ
て
い
く
上

で
﹁
情
報
シ
ス
テ
ム
﹂
を
守
り
、

管
理
す
る
こ
と
は
最
優
先
課
題
で

あ
る
が
電
源
確
保
の
対
策
は
。

業
務
継
続
を
行
っ
て
い
く
上

で
、
電
源
確
保
は
第
一
。
本
庁
舎

の
耐
震
化
や
増
築
棟
の
整
備
に
あ

わ
せ
、
サ
ー
バ
ー
の
移
設
や
自
家

発
電
装
置
の
設
置
な
ど
も
考
え
て

い
く
。

東
原
親
水
公
園
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
有
料
管
理
を

東
原
親

水
公
園
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
禁

止
さ
れ
た
が
、
無
断
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
い
る
人
も
い
る
。

単
に
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
有

料
に
し
て
管
理
を
徹
底
し
て
は
。

以
前
は
近
隣
の
町
会
で
定
例

行
事
に
し
て
い
た
と
も
聞
く
。
地

域
住
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
た
い
。

鶴
ケ
岡
野
外
活
動
ひ
ろ
ば

の
今
後
は

鶴
ケ
岡

青
少
年
野
外
活
動
ひ
ろ
ば
が
使
用

で
き
な
く
な
る
が
、
代
替
施
設
に

つ
い
て
予
定
は
あ
る
の
か
。

原
状
復
帰
し
て
返
還
す
る

が
、
新
た
な
施
設
に
つ
い
て
は
、

現
行
施
設
に
近
い
西
側
地
域
へ
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て　
⋯
環
境
・
防
災

く
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を　

⋯
都
市
整
備

電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン

ド
の
設
置
を

電
気
自

動
車
普
及
の
た
め
、
大
井
総
合
支

所
や
本
庁
の
新
築
・
増
築
時
に
充

電
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
て
は
。

将
来
、
市
で
も
電
気
自
動
車

の
導
入
が
考
え
ら
れ
る
。
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

防
災
無
線
難
聴
地
域
の　

対
策

防
災
無

線
難
聴
地
域
の
防
災
無
線
機
設
置

の
進
捗
状
況
は
。

現
在
も
地
域
の
理
解
が
得
ら

れ
ず
、
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
場

所
も
あ
る
。
対
策
と
し
て
﹁
防
災

無
線
メ
ー
ル
﹂
を
使
っ
て
、
情
報

を
伝
え
た
い
と
考
え
る
。

住
民
の
中
に
は
メ
ー
ル
受
信

は
難
し
い
と
感
じ
る
人
も
い
る
。

個
別
の
受
信
機
に
よ
る
放
送
配
信

は
で
き
な
い
か
。

本
市
は
デ
ジ
タ
ル
対
応
で
あ

り
、
本
市
の
放
送
形
式
に
対
応
し

た
機
器
は
製
造
さ
れ
て
い
な
い
。


